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1
．
国
語
研
究
所
の
漢
字
調
査
の
性
格

　
漢
字
調
査
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
名
称
を
冠
し
た

調
査
は
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
数
多
く
存
在
す

る
。
そ
し
て
、
そ
の
対
象
も
、
新
聞
・
雑
誌
・
教
科

書
・
科
学
論
文
・
人
名
・
地
名
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。
国
立
国
語
研
究
所
（
以
下
「
国
研
」
と

略
称
）
が
行
な
っ
て
き
た
い
く
つ
か
の
漢
字
調
査

は
、
一
面
で
は
、
こ
れ
ら
の
一
般
の
漢
字
調
査
と
共

通
す
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
が
、
他
の
面
で
は
、
独

自
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　
一
般
の
漢
字
調
査
の
特
徴
を
も
っ
と
も
よ
く
示
し

て
い
る
の
が
、
新
聞
社
や
通
信
社
な
ど
で
行
な
わ
れ

る
、
文
字
出
現
調
査
と
い
う
よ
う
な
名
称
を
持
っ
た

も
の
で
あ
る
。

1漢字調査

　1　国語研究所の漢字調査の性格

　2　国語研究所の漢字調査の概要

　3　調査に出現した漢字の数

H漢字使用の実態一量：的構造の分析一

　1　漢字の使用量：

　2　使用率分布

　3　新聞の漢字と雑誌の漢字

　4　層別にみた使用状況

　5　制限範囲別にみた使用状況

皿漢字研究の方向

・1　漢字はどのような言語単位を表

　　　わすか

一2　漢字かなまじり文の機能

　3　語表記の研究

　4　語構成の研究

　
こ
の
種
の
調
査
で
は
、
活
字
や
漢
字
テ
レ
タ
イ
プ

の
キ
ー
ボ
ー
ド
上
の
文
字
が
ど
の
よ
う
な
頻
度
で
用

い
ら
れ
た
か
を
集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
字
と

外
字
の
選
別
の
資
料
と
し
た
り
、
キ
ー
ボ
ー
ド
上
の

文
字
の
排
列
の
際
に
参
考
と
し
た
り
す
る
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
右
の
よ
う
な
調
査
は
、
言
わ
ば
漢
字
を
個
体
と
し

て
の
文
字
と
み
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
が
行
な
っ
て
ぎ
た
調
査
も
、
一
面
的
に
は
、
そ
う

し
た
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
調
査
の
結
果
が
右
の
よ
’

う
な
目
的
の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
不
可
能
で

は
な
い
。
し
か
し
、
漢
字
は
、
個
体
と
し
て
、
か
な

・
ロ
ー
マ
字
・
数
字
・
句
読
点
な
ど
の
表
記
記
号
と

同
等
の
資
格
を
持
つ
と
と
も
に
、
語
を
表
記
す
る
際

に
、
そ
の
分
節
的
な
音
を
表
わ
す
だ
け
で
な
く
、
な

ん
ら
か
の
言
語
単
位
と
の
対
応
を
有
す
る
と
こ
ろ
に

特
徴
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
漢
字
調
査
に
一
貫
し
て

い
る
も
の
は
、
そ
う
し
た
語
と
の
対
応
関
係
に
お
い

て
漢
字
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
の
漢
字
調
査
が
い
ず
れ
も
語
彙
調
査
と
併
行
し

て
行
な
わ
れ
て
き
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
、
右
に
述
べ
た
よ

う
な
方
向
を
め
ざ
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

で
、
そ
の
目
的
が
十
分
に
完
遂
さ
れ
た
と
は
言
い
が

た
い
。
第
皿
の
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
今

後
に
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。

　
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
示
す
こ
と
の

で
き
る
の
は
、
漢
字
使
用
の
実
態
を
量
的
な
構
造
と

し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
い
く
つ

か
の
分
析
結
果
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
ど
の
よ
う
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な
種
類
の
漢
字
が
、
㈲
ど
の
よ
う
な
分
野
で
、
㈲
ど

の
程
度
の
出
現
確
率
で
、
使
用
さ
れ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
が
そ
の
中
心
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

第
■
の
章
で
概
要
を
説
明
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
分
析
の
理
論
的
う
ら
づ
け
と
し
て
、

計
量
語
彙
論
と
の
関
係
を
見
の
が
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
語
彙
を
語
の
集
合
体
と
し
て
、
計
量
的
に
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
い
く
つ
か
の
法

則
は
、
あ
る
母
集
団
か
ら
標
本
と
し
て
採
集
さ
れ
た

漢
字
の
集
合
に
対
し
て
も
、
お
お
む
ね
適
用
で
き
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
漢
字
の
使
用
頻
度
を
統
計
的
に
．
と
ら
え
る
と
と

も
に
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
語
を
表
わ
す
の
に
用
い

ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
て

き
た
点
に
、
国
労
の
漢
字
調
査
の
特
徴
を
み
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
語
彙
調
査
に
電
子
計
算
機
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
と
も
に
、
漢
字
調
査
も
ま
た
、
機
械
処
理
の

問
題
と
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
語
彙
調
査
以
上

の
精
度
が
要
求
さ
れ
る
漢
字
調
査
に
と
っ
て
、
機
械

処
理
上
の
未
解
決
の
問
題
は
、
い
っ
そ
う
困
難
な
障

害
と
し
て
、
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
障
害
を
克

服
し
て
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
漢
字
使
用
の
量
的
な
構
造
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
す
で
に
蓄
積
さ
れ
、
さ
ら
に
量
を
加
え
つ
つ
あ

る
資
料
を
も
と
に
し
て
、
現
代
語
の
漢
字
の
用
法
・

機
能
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

2
。
国
語
研
究
所
の
漢
掌
調
査
の
概
要

　
国
土
に
お
け
る
漢
字
調
査
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ

う
に
、
語
彙
調
査
と
併
行
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
、
調
査
の
規
模
や
対
象
に
つ
い
て
は
、

語
彙
調
査
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
こ
こ

で
は
、
簡
単
に
し
か
ふ
れ
な
い
。
詳
し
く
は
、
表
1

の
〈
発
表
物
〉
の
項
に
あ
げ
た
文
献
、
ま
た
は
、
左

記
の
論
文
に
よ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。

　
、
▽
既
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
立
国
語
研
究
所
の
歩
み
」
の

　
　
う
ち
、
今
回
の
テ
ー
マ
と
特
に
深
い
か
か
わ
り
を
持

　
　
つ
の
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

　
①
－
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
言
語
学
（
4
8
年
6
月
号
）

　
②
5
・
現
代
語
の
語
彙
（
4
8
年
1
0
月
号
）

①
　
婦
人
雑
誌
の
漢
字
調
査

　
調
査
の
主
た
る
対
象
は
、
「
主
婦
之
友
」
で
あ
る

が
、
補
助
と
し
て
、
「
婦
人
生
活
」
（
実
用
記
事
）
に

つ
い
て
も
調
査
を
行
な
い
、
延
べ
約
六
万
、
異
な
り

二
千
九
百
七
十
四
字
を
得
て
い
る
。
報
告
書
に
は
、

両
誌
に
出
現
し
た
す
べ
て
の
漢
字
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
「
主
婦
之
友
」
の
結
果
に
つ
い
て
の
使

用
度
数
分
布
表
は
、
表
1
の
㈲
現
代
雑
誌
9
0
誌
の
発

表
物
の
項
に
あ
る
報
告
書
に
収
載
さ
れ
た
。

②
　
総
合
雑
誌
の
漢
字
調
査

　
語
彙
調
査
の
た
め
に
抽
出
し
た
約
四
十
分
の
一
の

標
本
の
う
ち
、
さ
ら
に
二
分
の
一
に
つ
い
て
調
査
を

行
な
っ
た
。
報
告
書
に
は
、
使
用
度
数
九
回
以
上
の

漢
字
千
四
百
十
七
字
に
つ
い
て
、
音
訓
別
の
使
用
度

数
を
付
し
た
表
の
ほ
か
、
使
用
度
数
九
回
以
上
の
表

外
漢
字
と
そ
の
用
法
の
表
、
表
記
に
ゆ
れ
の
あ
る
語

の
表
な
ど
を
収
め
る
。

③
　
現
代
雑
誌
九
十
種
の
漢
字
調
査

　
語
彙
調
査
の
標
本
と
な
っ
た
約
四
十
四
万
語
の
う

ち
、
約
三
分
の
二
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ
た
。
母

集
団
か
ら
の
抽
出
比
は
、
約
三
百
四
十
分
の
一
に
な

る
。

　
報
告
書
に
は
、
使
用
度
数
九
回
以
上
の
漢
字
．
千
九

百
九
十
六
字
に
つ
い
て
、
五
つ
の
層
ご
と
の
使
用
率

と
使
用
順
位
を
付
し
た
、
「
使
用
率
順
漢
字
表
」
、
ま

た
、
右
の
漢
字
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
使
わ
れ
た
音

訓
の
種
類
・
使
わ
れ
た
語
の
種
類
・
そ
の
語
の
異
な

る
表
記
の
種
類
と
そ
れ
ぞ
れ
の
使
帰
度
数
を
付
し

た
、
「
用
法
別
漢
字
表
」
を
収
め
る
。
そ
の
ほ
か
に
、

使
用
度
数
八
回
以
下
の
漢
字
を
も
含
め
た
、
「
五
十

音
順
漢
字
表
」
も
載
っ
て
い
る
。

㈲
　
現
代
新
聞
の
漢
字
調
査

　
昭
和
四
十
七
年
度
に
完
結
し
た
「
電
子
計
算
機
に

82
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表1　国研の漢享調査一町

調　　査　　対　　象 語彙調査の

鰹o比（約）

漢字調査の対
ﾛとなった標
{の延べ語数

字　　　数

資　料1期間 延州異なり
発　表　物

（1）婦人雑誌1誌

　　（主婦之友）
25．1～12 1／6

　　　　　　　　　　　　　国研報告4「婦人

14．6万1α）　17．0万　3，048　雑誌の用語」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭28）

（2）総合雑誌13誌

　（改造・世界ほか）

28．7～29．6　　　　　1／40

　　　　　　　　　　。　　国語報告19「総合

11．6万（β）　11．7万　2，781　雑誌の用字」

　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭35）

し

③　現代雑誌90誌

　　（五部門90誌）
31．1～12 1／230

　　　　　　　　　　　　　国研報告22「現代

29．2万（β）　28．0万　3，328　雑誌の用字用語一

　　　　　　　　　　　　　第二分冊」（昭38） ，
．

国研資料集8「現

（4）現代新聞3紙 41，1．1～ 代新聞の漢字調査

（朝日・毎日・読売） 12．31

1／60 55．6万（α） 63．0万 2，879 （中間報告）」

（昭46）

（注）

　表中のα・βという記号は，語彙調査における語の長さの単位を意味する。α単位は，

　文節から付属語を除いたもの，β単位は，国語辞書の見出し語とほぼ等概念である。（α

　単位は報告4に，β単位は，報告12および21に規定がある。）

　
右
の
ω
～
ω
と
は
性
質
の
異
な
る
も
の
と
し
て
、

次
の
二
つ
の
調
査
・
研
究
が
あ
る
。

よ
る
新
聞
の
語
彙
調
査
」
に
伴
っ
て
行
な
わ
れ
て
い

る
調
査
で
、
現
在
、
作
業
が
進
行
中
で
あ
る
。
標
本

全
体
の
延
べ
字
数
は
、
約
百
八
十
万
字
（
推
定
）
で

あ
る
が
、
漢
字
調
査
で
．
は
、
広
告
（
案
内
広
告
）
・

表
（
番
組
欄
・
株
式
相
場
表
な
ど
）
を
除
い
て
い
る

の
で
、
約
百
万
字
が
延
べ
字
数
と
し
て
得
ら
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
、
語
彙
調
査
の
約
九
分
の

一
に
あ
た
る
量
に
つ
い
て
、
漢
字
の
使
用
度
数
・
用

法
に
つ
い
て
の
試
験
的
集
計
を
行
な
い
、
つ
い
で
、

三
分
の
一
に
相
当
す
る
量
に
つ
い
て
、
使
用
度
数
の

み
の
中
間
集
計
を
行
な
っ
た
。
後
者
の
結
果
は
、
資

料
集
と
し
て
発
表
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
出
現
し
た
二
千
八
百
七
十
九
字
の

す
べ
て
に
つ
い
て
、
全
体
の
使
用
率
お
よ
び
使
用
度

数
を
示
し
た
表
（
使
用
度
数
五
回
以
上
の
二
千
百
四

十
三
字
に
つ
い
て
は
、
層
別
の
使
用
度
数
を
も
示
し

た
）
と
、
話
題
に
よ
る
十
二
種
類
の
層
別
区
分
ご
と

に
、
使
用
度
数
の
多
い
漢
字
に
つ
い
て
、
層
内
の
順

位
・
使
用
度
数
を
示
し
た
表
か
ら
な
る
。
以
下
で
、

新
聞
の
調
査
結
果
と
し
て
引
用
す
る
の
は
、
こ
の
中

間
集
計
の
こ
と
で
あ
る
。
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毛

表2　国研の調査に出現した漢字の数

　　　　’→週・　　　虐磨@用　裸　ず 表　外　漢　字

計階
級
点 教　育

ｿ　宇

準教育

ｿ　字

○補正9．，層噛　　パ」，険　†

その他 小計
㊥補正9→●畠　　肯傑　†

人名用

ｿ　字
その他 小計

0－3 550 22 30 602 1 2 5 8 610

4～7 260 64 1 190 515 4 6 10 20 535

8～11 58 22 7 284 371 10 17 67 94 465

12～15 8 7 2 222 239 10 22 208 240 479

16～19 2 6 76 84 3 28 408 439 523

20～23 3 10 23 36 1 12 1252 1265 1301

計 881 115 26 825 1847 29 87 1950 2066 3913

夢
．

（注）

。、階級点とは，各調査ごとの麟順位を一働…幡でくぎり・次のように’轍を与え・

　　　4調査の階級点を合計したものをいう。

　　（順位）

　　1～　　500

　501～1，000

1，001～1，500

1，501～2，000

2，001～2，500

2，501以下

出現せず

（点数）

　0
　1
　2
　3
　4
　5
　　6

〔例〕此

　（調査）

　（1）

　（2）

　（3）

　（4）

　（順位）　　（点数）

　2479　　　　　4

　762　　　　　1

　1358．5　　　　2

　出現せず　　6

（合計階級点）＝13

。2表中の当用欝およ厳外欝中の小区分は，下詠乱た・略施黙よる制臓囲

　　の別による。
　　　：七七：：：：講暫羅集轍轟・指導獅小轍で・学習・・認

　　　．舗正漢字．．鶴羨難案」融・略議会・で削・候融・てい・漢

・㊥補一…G禰難垂臨会図譜蹴
　　　　　　　　　　による「灯」も，ここに含む。
　　　・人名用漢字……「人名用漢字別表」に示されている漢字。

、3　当用漢字で出現しなかったのは，「痘」と「璽・朕」（∈）補正漢字）の3字である。また，

　　　人名漢字では，「穣」が出現していない。
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⑤
　
総
合
雑
誌
の
表
外
字
調
査

　
昭
和
二
十
七
年
七
月
か
ら
二
十
八
年
六
月
ま
で
の

一
年
分
の
四
種
類
の
総
合
雑
誌
に
つ
い
て
、
約
十
分

の
一
の
抽
出
比
で
標
本
を
ぬ
き
出
し
、
表
外
字
の
種

類
・
使
用
比
率
（
全
体
と
記
事
別
）
　
・
用
語
例
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
〈
発
表
物
〉
「
当
用
漢
字
の
実
施
に
よ
っ
て
生
じ
た

　
問
題
と
そ
の
解
決
法
の
研
究
」
（
「
国
憲
年
報
5
」
所

　
収
・
昭
和
2
9
年
刊
）

㈲
　
漢
字
機
能
度
の
研
究

　
漢
字
が
、
単
語
ま
た
は
造
語
要
素
と
し
て
ど
の
よ

う
に
働
い
て
い
る
か
を
調
べ
、
各
文
字
の
機
能
上
の

特
徴
を
数
量
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
行
な
わ
れ
た
。
作
業
と
し
て
は
、
前
記
ω
～
ω
の

調
査
に
出
現
し
た
す
べ
て
の
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の

字
を
含
む
用
語
例
を
記
入
し
た
、
「
総
合
漢
字
用
例

表
」
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
こ
の
用
例
表
を
利
用
し

た
、
い
く
つ
か
の
分
析
が
行
な
わ
れ
た
。

　
〈
発
表
物
〉
「
語
彙
調
査
四
種
の
使
用
度
に
よ
る
漢

　
　
字
の
グ
ル
ー
プ
分
け
」
（
「
国
研
」
D
P
（
語
彙
調

　
　
査
月
報
別
冊
）
9
L
所
収
・
昭
和
4
6
年
刊
）

　
▽
な
お
、
現
代
語
以
外
で
は
、
明
治
期
の
郵
便
報
知
新

　
　
聞
を
対
象
と
し
た
調
査
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ふ
れ

　
　
ず
、
文
献
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。

　
①
「
明
治
初
期
の
新
聞
の
用
語
」
（
国
研
報
告
1
5
・
昭

　
　
和
3
4
年
刊
）

　
②
「
明
治
初
期
の
新
聞
の
用
字
」
（
国
研
論
集
3
「
こ

　
　
と
ば
の
研
究
」
所
収
・
昭
和
姐
年
刊
）

3
．
調
査
に
出
現
し
た
漢
字
の
数

　
前
記
ω
～
ω
の
調
査
に
出
現
し
た
す
べ
て
の
漢
字

を
、
出
現
順
位
に
よ
る
段
階
と
制
限
範
囲
に
よ
る
種

類
別
と
に
よ
っ
て
分
類
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。

（
こ
の
表
は
前
記
㈹
の
項
に
あ
げ
た
文
献
に
基
づ
い

て
作
製
し
た
。
）

　
調
査
の
年
代
・
対
象
・
規
模
な
ど
に
よ
る
相
違
を

無
視
し
て
言
う
な
ら
ば
、
延
べ
約
百
二
十
万
字
に
対

し
て
、
約
三
千
九
百
種
類
の
漢
字
が
出
現
し
た
こ
と

に
な
る
。
範
囲
を
新
聞
・
雑
誌
に
限
れ
ば
、
調
査
規

模
を
飛
躍
的
に
大
き
く
し
な
い
か
ぎ
り
、
漢
字
の
異

な
り
数
が
こ
れ
以
上
そ
う
多
く
な
る
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
数
字
は
、
現
代
社
会
で

使
用
さ
れ
る
漢
字
の
種
類
を
考
え
る
上
で
の
一
つ
の

目
安
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
調
査
対
象
の
性
格
に
よ
っ
て
、

使
用
さ
れ
る
字
種
に
出
入
り
が
あ
る
こ
と
は
、
表
1

か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
同
一
の
漢
字
で
も
、

使
用
分
野
に
よ
っ
て
、
使
用
頻
度
に
差
が
あ
る
こ
と

は
、
表
3
か
月
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
し
た
違
い

は
、
結
局
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
対
象
の
語
彙
構
造

の
差
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
漢
字
使
用
の
実
態
を

と
ら
え
る
た
め
に
は
、
現
代
語
の
書
き
こ
と
ば
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
、
各
分
野
を
網
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表3各漢字調査の上位50字

順i婦人総合雑誌新聞
位i雑誌雑誌90種3紙

日
一
二
三
大
東
出
会
年
五
　
中
人
本
万
国
上
田
昼
時
新
　
四
分
目
学
業
子
忌
事
翌
月
　
員
同
京
通
前
者
長
八
六
出
　
生
給
地
千
山
豊
平
工
部
面

一
人
二
大
日
出
三
十
子
中
年
上
本
方
見
手
分
生
湿
前
　
行
合
時
目
間
思
来
女
四
苦
私
後
会
者
気
国
自
下
場
入
　
的
山
月
当
作
家
今
田
立
学

一
人
日
国
大
本
的
出
生
事
　
二
中
年
自
学
会
私
行
者
見
　
三
十
政
時
方
路
来
借
上
民
　
間
戦
門
主
立
軍
実
力
対
五
　
量
子
何
当
地
家
動
後
場
今

一
人
子
二
上
生
出
縫
目
十

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
1

見
日
中
大
三
分
合
前
手
私

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
2

家
女
気
思
置
間
入
五
言
後

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

群
行
年
下
小
身
夫
本
旨
時
　
事
立
物
切
何
場
先
四
霊
山

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
　
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5

羅
し
た
、
大
規
模
な

調
査
を
行
な
う
必
要

が
あ
る
。
そ
の
結
果

は
、
基
本
漢
字
や
正

書
法
を
考
え
る
上
で

基
礎
的
な
資
料
と
な

り
え
よ
う
。

魎



国
立
国
語
研
究
所
の
歩
み
・
8
〈
現
代
の
漢
字
〉

皿

漢
字
使
用
の
実
態

量
的
構
造
の
分
．
析

「．

齟
閧
ﾌ
範
囲
に
使
用
さ
れ
る
語
の
総
体
を
「
語

彙
」
と
よ
ぶ
な
ら
ば
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
の

総
体
を
「
字
彙
」
あ
る
い
は
「
漢
字
彙
」
と
い
う
こ

と
も
不
可
能
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
用
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い

し
、
あ
っ
て
も
、
右
の
よ
う
な
概
念
と
は
異
な
る
意

味
あ
い
を
帯
び
て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
こ
と

は
、
近
年
、
語
彙
研
究
の
分
野
で
、
計
量
語
彙
論
や

語
彙
構
成
論
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
文

字
（
漢
字
）
研
究
の
分
野
で
は
、
使
用
漢
字
の
総
体

と
い
う
と
ら
え
方
が
あ
ま
り
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

　
国
研
の
漢
字
調
査
に
伴
っ
て
行
な
わ
れ
た
、
い
く

つ
か
の
分
析
は
、
現
代
語
の
書
き
こ
と
ば
資
料
と
し

て
の
雑
誌
や
新
聞
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
を
量
的
な
構

造
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
語
彙
論
に
お
け
る
、
語
種
構
成
論
や
品
詞
構

成
論
に
相
当
す
る
も
の
は
、
ま
だ
十
分
に
は
開
拓
さ

れ
て
い
な
い
。
以
下
で
は
、
漢
字
の
使
用
度
数
分

布
・
層
別
区
分
に
よ
る
使
用
量
・
国
字
施
策
に
よ
る

制
限
範
囲
別
の
使
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て
分
析
し
た

結
果
の
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
以
下
で
、

雑
誌
と
い
う
の
は
現
代
雑
誌
九
十
種
の
調
査
を
、
新

聞
と
い
う
の
は
、
現
代
新
聞
三
顧
の
調
査
を
、
主
と

し
て
さ
す
こ
と
に
す
る
。

1
．
漢
字
の
使
用
量

　
現
代
語
で
は
、
お
よ
そ
ど
の
程
度
の
種
類
の
漢
字

が
用
い
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
先
の
表
1
や
表

2
か
ら
推
測
が
つ
く
。
し
か
し
、
そ
れ
が
増
加
の
傾

新聞を対象とした湊字調査の比較

　．166，123’

彫
447，575

捌
630，313

〆

2．879

ロー延べ字数脇』異なり字数
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図1

郵便報知
（明治10～11）

P

新聞5紙
（日召司…010）

新聞3紙
（日二二041）

亀

、

．
　
’



呼

し

向
に
あ
る
の
か
減
少
の
傾
向
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
は
、
過
去
の
デ
ー
タ
と
の
比
較
に
よ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
図
1
は
、
新
聞
を
対
象
と
し
た
漢
字
調
査
三
種
類

に
つ
い
て
、
延
べ
字
数
と
異
な
り
字
数
を
比
較
し
た

も
の
で
あ
る
。

図2漢字含有率の比較（新聞）

漢　字　　　　　　　　　　　か　な

58．7％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4193％

50．9％ 49．1％

46．2％ ．53．8％

郵便報知新聞

（明治10～11）

毎日新聞
　　（日南禾028）

朝日新聞
　　（H召禾041）

　
▽
「
新
聞
5
紙
」
の
結
果
は
、
次
の
文
献
に
よ
っ
た
。

　
　
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
編
「
新
聞
ノ
漢
字
度
数
シ
ラ
ベ
」
・

　
　
昭
和
1
6
年
刊

　
同
じ
新
聞
と
は
い
っ
て
も
、
明
治
初
期
の
そ
れ
と

現
代
の
そ
れ
を
同
列
に
扱
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る

が
現
代
に
な
る
ほ
ど
、
使
わ
れ
る
漢
字
の
種
類
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
調
査
規
模
と
の
対
比
か

ら
明
確
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
新
聞
で
は
、
漢
字
制

限
を
実
施
し
て
い
る
（
そ
れ
は
昭
和
十
年
当
時
で
も

行
な
わ
れ
て
い
た
）
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
考
慮
に
入

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
字
種
が
減
少
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
は
否
定
で
き
な
い
。

　
漢
字
の
種
類
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
た
だ
ち
に
漢
字
の
使
用
量
の
減
少
と
結
び
つ
く

と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
た
し
か
め
る
一
つ

の
尺
度
と
し
て
、
漢
字
の
含
有
率
を
調
べ
る
方
法
が

あ
る
。
文
中
に
出
現
し
た
表
記
記
号
の
総
数
に
対
す

る
漢
字
の
比
率
を
算
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
図
2

は
、
各
種
の
調
査
の
結
果
を
、
漢
字
と
か
な
（
ひ
ら

が
な
・
か
た
か
な
）
の
比
に
換
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
▽
毎
日
新
聞
の
結
果
は
、
「
本
社
使
用
活
字
　
使
用
度

　
　
数
調
査
表
」
・
昭
和
2
8
年
刊
に
よ
っ
た
。
朝
日
新
聞

　
　
の
結
果
は
、
現
代
新
聞
間
紙
の
調
査
で
、
部
分
的
に

　
　
標
本
を
抜
き
出
し
て
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
明
治
期
の
も
の
は
と
も
か
く
、
昭
和
二
十
八
年
と

四
十
一
年
と
の
結
果
に
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
現
代
の
新
聞
で
は
、
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
を

す
こ
し
こ
え
る
程
度
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
含
有
率
に
お
い
て
も
、
漢
字
は
、
減
少

の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
漢
字
の
使
用
量
が
、
漢
字
の
種
類
・
含
有
率
の
両

面
で
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

要
因
と
し
て
、
語
と
の
関
係
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
漢
字
で
表
記
さ
れ

る
語
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
②
今
ま
で
漢
字
で

表
記
し
て
い
た
語
を
か
な
で
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ

た
、
の
二
つ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
直
接

に
解
答
を
示
す
資
料
は
、
現
在
、
わ
れ
わ
れ
に
は
な

い
。
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

2
　
使
用
率
分
布

　
使
わ
れ
る
漢
字
の
種
類
に
つ
い
て
、
お
お
よ
そ
の

見
当
が
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
す
べ
て
同
じ
価
値
を
も

っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
標
本
調
査

の
性
格
上
、
出
現
度
数
の
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
然
、
信
頼
度
も
ま
た
低
く
な
る
。
そ
こ
で
、
比
較

　
ぬ
　
　
へ

的
よ
く
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
範
囲
を
確
定
す
る
た
め

に
は
、
使
用
率
分
布
の
分
析
が
必
要
に
な
る
。

　
表
4
は
、
新
聞
と
雑
誌
に
つ
い
て
、
使
用
率
の
高

い
順
に
漢
字
を
並
べ
た
表
の
、
上
位
何
字
で
、
総
使

用
数
の
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
る
か
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
位
五
百
位
ぐ
ら
い
ま
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表4　新聞と雑誌の使用率分布の比較

誌凶聞新

　　638字

　　777

　　992

1，358

1，479

1，617

1，832

2，157

3，328

　　499字

　　615

　　781

1，069

1，156

1，269

1，421

1，661

2，879

全　体　の　80％

　　　　　　　　　　　85

　　　　　　　　　　　90

　　　　　　　　　　　95

　　　　　　　　　　　96

　　　　　　　　　　　97

　　　　　　　　　　　98

　　　　　　　　　　　99

　　　　　　　　　　100

8．8％

25．5

37．1

52．0

74．5

90，0

96．0

98，6

99．5

99．9

10，0％

27．5

39．9

56．4

80．0

94．1

98．4

99．7

99，9

上　位 の　10字

　　　　50

　　　100

　　　200

　　　500

1，000

1，500

2，000

2，500

3，000

で
は
、
全
体
に
対
し
て
占
め
る
割
合
の
増
加
率
が
高

い
が
、
そ
れ
よ
り
下
位
に
な
る
と
、
増
加
率
は
ゆ
る

や
か
に
な
り
、
千
五
百
位
あ
た
り
か
ら
は
、
ほ
と
ん

ど
停
滞
し
て
し
ま
う
。
た
だ
し
、
新
聞
と
雑
誌
で

は
、
字
種
の
内
容
に
出
入
り
が
あ
る
か
ら
、
お
お
ざ

っ
ぱ
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
約
二
千
字
が
比
較
的
よ

く
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
範
囲
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
図
3
か
ら
も
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
使
用
順
位
が
上
位
の
漢
字
で
は
、
曲
線
の
落

ち
方
が
ゆ
る
や
か
だ
が
、
四
、
五
百
位
あ
た
り
か
ら

急
に
な
る
。
使
用
率
が
○
・
○
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

の
漢
字
は
、
新
聞
で
は
三
百
二
十
六
字
目
雑
誌
で
は

三
百
十
一
字
で
あ
る
か
ら
、
出
入
り
を
考
え
る
と
、

約
五
百
字
が
ひ
じ
ょ
う
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
漢
字
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　
右
に
述
べ
た
こ
と
は
、
新
聞
と
雑
誌
を
合
わ
せ
て

の
分
析
で
あ
る
が
、
詳
し
く
み
る
と
、
両
者
に
は
、

多
少
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、
新
聞
で
は
、
延

べ
字
数
約
六
十
三
万
に
対
し
て
、
異
な
り
字
数
が
二

千
八
百
七
十
九
で
あ
る
の
に
、
雑
誌
で
は
、
延
べ
二

十
八
万
字
目
対
し
て
、
異
な
り
で
三
千
三
百
二
十
八

字
も
出
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
新
聞

の
当
用
漢
字
表
の
範
囲
を
守
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
雑

誌
の
場
合
よ
り
も
徹
底
し
て
い
る
こ
と
の
た
め
で
も

あ
る
が
、
新
聞
で
は
、
時
間
・
場
所
・
職
業
・
年
齢

な
ど
を
表
わ
す
特
定
の
語
が
く
り
返
し
現
わ
れ
や
す

い
こ
と
、
各
種
の
表
で
同
一
の
漢
字
が
反
覆
し
て
使

用
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
も
よ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

雑
誌
は
、
広
い
範
囲
の
分
野
を
対
象
と
す
る
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
し
か
現
わ
れ
な
い
特
殊
な

語
を
含
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
少
な
い
種
類
の
字
で
全
体
の
高
い

割
合
を
占
め
る
傾
向
は
、
雑
誌
よ
り
も
新
聞
に
顕
著

で
あ
る
。
新
聞
で
は
、
使
用
度
数
順
上
位
五
百
字
で
、

全
体
の
八
○
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
千
字
で
九
四
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
の
に
対
し
、
雑
誌
で
は
、

五
百
位
で
七
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
千
字
で
九
〇
・

○
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
図
3
で
み
る
と
、
使
用
順
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1
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位
四
、
五
百
位
ま
で
は
、
似
た
よ
う
な
曲
線
を
描
い

て
い
る
が
、
そ
れ
以
下
で
は
、
新
聞
の
ほ
う
が
カ
ー

ブ
の
落
ち
方
が
は
や
く
な
り
、
雑
誌
の
ほ
う
が
ゆ
る

や
か
な
の
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
全
体
と
し
て
、

よ
く
使
わ
れ
る
漢
字
の
使
用
状
況
に
は
、
そ
う
大
き

な
違
い
は
な
い
が
、
使
用
度
数
の
低
い
と
こ
ろ
で

は
、
雑
誌
の
ほ
う
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。

3
，
新
聞
の
漢
字
と
雑
誌
の
漢
字

　
新
聞
と
雑
誌
に
出
現
し
た
漢
字
の
種
類
を
合
わ
せ

る
と
、
合
計
三
千
五
百
八
十
六
字
に
な
る
。
そ
の
内

訳
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
共
通
し
て
出
現
し
た
字
…
…
…
二
、
六
四
一

　
　
新
聞
だ
け
に
出
現
し
た
字
…
…
…
…
二
三
八

　
　
雑
誌
だ
け
に
出
現
し
た
字
…
…
…
…
六
八
七

　
新
聞
だ
け
に
現
わ
れ
る
字
は
、
概
し
て
度
数
の
低

い
も
の
が
多
く
、
使
用
度
数
順
上
位
千
九
百
八
十
字

（
度
数
八
以
上
）
に
含
ま
れ
る
の
は
、
十
三
字
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
雑
誌
だ
け
に
現
わ
れ
る
漢
字

の
う
ち
、
五
十
字
が
上
位
千
九
百
九
十
六
字
（
度
数

九
以
上
）
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
聞

だ
け
に
出
現
す
る
漢
字
は
、
全
体
と
し
て
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
雑
誌

だ
け
に
現
わ
れ
る
漢
字
は
、
新
聞
に
く
ら
べ
て
、
あ

る
程
度
は
た
ら
い
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
▽
一
方
に
だ
け
出
現
す
る
主
な
漢
字
に
つ
い
て
は
、

　
　
「
国
研
資
料
集
8
」
に
例
示
し
て
あ
る
。

　
共
通
し
て
あ
ら
わ
れ
る
漢
字
で
も
、
使
用
頻
度
が

同
じ
で
あ
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
使
用
度
面
輪
上
位

百
字
（
延
べ
二
百
字
）
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
る

と
、
異
な
り
字
数
は
百
三
十
字
目
、
共
通
し
て
い
る

も
の
が
七
十
字
、
一
方
に
し
か
現
わ
れ
な
い
も
の

は
、
各
三
十
字
で
あ
る
。
（
雑
誌
で
は
、
広
告
を
対

象
か
ら
除
い
て
あ
る
の
で
、
新
聞
に
つ
い
て
も
、
広

告
を
除
い
た
度
数
に
つ
い
て
比
較
し
た
。
）

　
　
〔
新
聞
で
百
位
以
内
で
雑
誌
で
は
百
位
以
内
に
現
わ
れ

　
な
い
字
〕

　
　
員
・
化
・
回
・
海
・
開
・
関
・
機
・
議
・
教
・
京
・

　
　
土
・
産
・
市
・
相
・
政
・
川
・
全
・
定
・
天
・
電
・

　
　
藤
・
島
・
動
・
百
・
米
・
北
・
問
・
民
・
野
・
和

　
　
〔
雑
誌
で
百
位
以
内
で
新
聞
で
は
百
位
以
内
に
現
わ
れ

　
な
い
字
〕

　
　
意
・
家
・
何
・
下
・
画
・
外
・
言
・
原
・
今
・
作
・

　
　
思
・
私
・
持
・
実
・
主
・
所
・
女
・
心
・
身
・
性
・

　
　
体
・
知
・
当
・
白
・
彼
・
物
・
法
・
用
・
来
・
話

　
右
の
六
十
字
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
を
用

い
て
表
記
さ
れ
た
語
の
用
法
を
調
べ
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
な
特
徴
が
と
ら
え
ら
れ
る
。
（
詳
細
は
、
「
国

研
」
D
P
（
月
報
別
冊
）
6
」
　
・
昭
和
4
5
年
刊
に
載

せ
て
あ
る
。
）

①
新
聞
で
は
、
字
音
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

　
（
音
－
九
四
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
訓
－
五
・
三
パ
ー

　
セ
ン
ト
）
、
雑
誌
で
は
、
字
音
と
字
訓
の
比
が
ほ
ぼ

　
等
し
い
（
音
1
五
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
訓
－
四

　
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
。

②
雑
誌
で
は
、
和
語
の
動
詞
に
用
い
ら
れ
る
も
の
が
多

　
い
が
、
新
聞
で
は
、
漢
語
の
名
詞
・
サ
変
動
詞
の
語

　
幹
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

③
新
聞
で
は
、
固
有
名
詞
や
機
関
・
組
織
・
地
位
・
職

　
業
を
あ
ら
わ
す
語
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

④
新
聞
で
は
、
経
済
的
活
動
を
表
わ
す
語
に
よ
く
用
い

　
ら
れ
、
雑
誌
で
は
、
精
神
に
関
す
る
語
に
用
い
ら
れ

　
や
す
い
。

⑤
雑
誌
で
は
、
代
名
詞
や
人
間
を
さ
す
語
に
用
い
ら
れ

　
る
こ
と
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
漢
字
の
使
用
が
、
単
な
る

表
記
上
の
問
題
で
は
な
く
、
調
査
対
象
の
語
彙
構
造

と
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

4
．
層
別
に
み
た
使
用
状
況

　
新
聞
の
調
査
で
は
、
記
事
面
を
話
題
に
よ
っ
て
分

類
し
た
十
二
の
層
別
区
分
を
た
て
て
い
る
。
同
じ
新

聞
記
事
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
性
格
が
異
な

り
、
漢
字
使
用
に
も
ま
た
、
い
ぐ
つ
か
の
特
微
が
み

ら
れ
る
。

▽
雑
誌
の
調
査
で
も
、
五
部
門
の
層
別
分
類
を
行
な
つ

　
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
次
の
文
献
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に
載
っ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

①
岩
淵
悦
太
郎
「
現
代
語
の
用
語
用
字
」
（
「
言
語
生
、

　
活
」
・
一
五
七
号
）

②
斎
賀
秀
夫
「
現
代
に
お
け
る
漢
字
・
漢
語
の
実
態
」

　
（
「
文
学
・
語
学
」
四
一
号
）

図尋各層別区分の異なり字数と延べ字数（新聞）

　
図
4
は
、
各
層
ご
と
の
異
な
り
字
数
と
延
べ
字
数

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
じ
広
告
で
も
、
案
内
広

告
は
、
商
業
広
告
に
く
ら
べ
る
と
、
延
べ
字
数
に
対

し
て
、
異
な
り
字
数
が
少
な
い
。
商
業
広
告
が
バ
ラ

異なり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ

1
，

603
@　／　　　　　　　　51171　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

894

6，520

1，404．

□65，507

／

1，956
92，865 □

1，522
41264　　，

f〔811／

35，819

1，4τ6多％
35，071

／

1，383
14，614

17995
56，468

1292．
6，839、

2，197
．70，446 □

1，939
153，729 □

治’政

交，外

割．二

会
　
　
際
　
　
化

社
　
　
国
　
　
文

スポーツ

庭
　
　
能

家
　
　
芸

説小

商業広告

案内広告

エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
案
内
広
告
は
、

内
容
が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
同
様
の

・
こ
と
は
、
株
式
の
相
場
表
を
含
む
経
済
欄
に
も
言
え

る
。
衷
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
　
一
定
の
字
数
で
ま
か

な
わ
れ
る
割
合
が
高
い
の
は
、
右
の
二
つ
の
層
と
芸

能
欄
で
あ
る
。
た
だ
し
、
芸
能
欄
は
番
組
表
に
人
名

な
ど
の
表
外
字
が
現
わ
れ
る
の
で
、
延
べ
字
数
に
対

す
る
異
な
り
字
数
の
比
は
大
き
い
。

　
文
化
欄
や
小
説
は
、
延
べ
字
数
に
く
ら
べ
て
、
異

な
り
字
数
が
多
い
。
こ
れ
は
、
内
容
や
題
材
が
広
範

囲
に
わ
た
る
こ
と
と
、
社
外
の
学
老
・
評
論
家
・
作

家
な
ど
の
寄
稿
記
事
が
多
く
、
独
自
の
用
字
が
み
ら

れ
る
こ
と
に
よ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
層
で
特
徴
的
に
使
わ
れ
る
漢
字
を
調

べ
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
試
み
と
し
て
み
た
。
十

二
の
層
別
区
分
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
順
位
上
位
の

三
十
字
を
選
び
、
（
A
）
十
二
～
十
の
区
分
に
共
通

し
て
現
わ
れ
る
も
の
、
（
B
）
九
～
六
の
区
分
に
現

わ
れ
る
も
の
、
（
C
）
五
～
三
の
区
分
に
現
わ
れ
る

も
の
、
（
D
）
二
つ
の
区
分
に
現
わ
れ
る
も
の
、
（
E
）

　
㎝
つ
の
区
分
だ
け
に
現
わ
れ
る
も
の
、
と
い
う
五
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
整
理
し
た
の
が
、
表
5
で
あ
る
。
、

　
（
A
）
と
（
B
）
は
、
新
聞
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る

漢
字
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
の
調
査
で
も
つ
ね
に
上

位
を
占
め
る
、
現
代
語
で
も
っ
と
も
基
本
的
な
漢
字
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で
あ
る
。
（
C
）
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
は
、

現
代
の
新
聞
を
代
表
す
る
特
徴
的
な
漢
字
と
言
え
よ

う
。
（
D
）
・
（
E
）
の
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

層
で
特
徴
的
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
層
の
特
徴
語
彙
と

深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ぽ
、
（
D
）
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
「
米
・

連
・
発
」
は
、
外
交
欄
と
国
際
欄
で
よ
く
使
用
さ
れ

る
。
「
米
」
と
「
連
」
は
、
「
米
国
・
米
軍
」
・
「
ソ

連
・
国
連
」
な
ど
で
共
通
に
用
い
ら
れ
、
「
発
」
は
、

「
ワ
シ
ン
ト
ン
発
・
○
日
豊
」
の
よ
う
な
接
尾
語
的

用
法
や
「
発
表
」
な
ど
と
い
う
語
に
使
わ
れ
る
。
ま

た
、
「
戦
」
は
、
国
際
欄
と
ス
ポ
ー
ツ
欄
に
共
通
す

る
が
、
国
際
欄
で
は
、
「
戦
争
・
戦
闘
・
戦
線
」
な

ど
の
語
に
使
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
欄
で
は
、
ゲ
ー
ム
の

意
味
の
「
対
戦
・
作
戦
」
や
「
決
勝
戦
・
一
回
戦
」

袈5　層男lj区分の上位三十字の分類

　　　　　　　　　　　　　（新聞）

・1一・大・日・二・三・中・本・年

十・人・会・東・五・上・田・国

・時
B

行
業

学
議

・
　
・
八

分
同
・

・
　
・
方

長
子
・

・
　
・
的

生
新
・

・
　
・
手

出
四
　
・

・
　
・
者

高
社
・

・
・
政

員
事
・

C

円・映・合・相・自・戦・山・対

・電・発・米・民・万・名・連・

気・京・区

D

・11・4字・略・

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
異
な
る
意
味

を
表
わ
し
な
が
ら
、
特
徴
漢
字
と
な
っ
て
い
る
。

（
E
）
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
漢
字
の
数
は
、
層
に

よ
っ
て
か
な
り
異
な
る
。
政
治
欄
で
は
、
「
委
・
党
・

定
」
の
三
字
、
社
会
欄
で
は
、
「
前
・
六
」
の
二
字

だ
け
が
、
他
の
層
と
重
複
し
な
い
。
つ
ま
り
、
政
治

欄
・
社
会
欄
は
、
新
聞
の
中
で
も
っ
と
も
基
本
的
な

記
事
面
で
あ
り
、
基
本
度
の
高
い
漢
字
に
よ
っ
て
ま
．

か
な
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
逆
に
、
そ
の
層
に

し
か
現
わ
れ
な
い
漢
字
を
多
く
持
つ
、
次
の
よ
う
な

欄
は
、
他
の
層
と
異
な
る
語
彙
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
芸
能
欄
…
…
演
・
英
・
小
・
作
・
再
・
他
・
天
・
楽
・

　
　
郎
・
話
・
語
・
歌
・
曲
・
画
（
1
4
字
）

　
ス
ポ
ー
ツ
欄
…
…
勝
・
野
・
球
・
選
・
打
・
投
・
第
・

　
　
塁
・
後
・
回
（
1
0
字
）

　
経
済
欄
…
…
エ
・
機
・
金
・
建
・
興
・
産
・
鉄
・
洋
・

　
　
和
（
9
字
）

　
案
内
広
告
欄
…
…
千
・
通
・
歩
・
付
・
面
・
迄
・
歴
・

　
　
給
（
8
字
）

5
．
制
限
範
囲
別
に
み
た
使
用
状
況

「
当
用
漢
字
表
」
を
中
心
と
す
る
、
国
字
施
策
に
よ

る
各
種
の
制
限
範
囲
別
に
、
漢
字
の
使
用
数
を
く
ら

べ
て
み
る
と
、
興
味
あ
る
傾
向
が
と
ら
え
ら
れ
る
。

　
図
5
は
、
雑
誌
と
新
聞
に
つ
い
て
、
異
な
．
り
字
数

と
延
べ
字
数
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。
異
な
り
字
数
で
は
、
当
用
漢
字
表
に
含

ま
れ
な
い
漢
字
（
表
外
字
）
も
か
な
り
の
割
合
に
達

す
る
が
、
延
べ
字
数
で
は
、
ご
く
少
な
い
比
率
し
か

占
め
て
い
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
当
用

漢
字
の
う
ち
で
も
、
教
育
漢
字
の
占
め
る
割
合
が
圧

倒
的
に
高
い
。
現
在
、
小
学
校
で
学
習
を
認
め
ら
れ

て
い
る
準
教
育
漢
字
（
備
考
漢
字
）
百
十
五
字
を
こ

れ
に
加
え
る
と
、
新
聞
で
は
、
延
べ
字
数
の
八
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
が
、
義
務
教
育
で
履
修
さ
れ
る
九
百
九

1限範囲別の使用度数の比率

　　　　　　　雑　誌

図5

44，8％28，7％26，4％

『　`『一一一 `こごここ＿，一町5％

13．5％82．0％

異
な
り
　
延
べ

新聞
36．5％32．9％30．6％

『『　`～一一～ここ＝こ＿．芝燕

11．5％86．1％

異
な
n
’
　
延
べ

□轍醸字膨敏育外当膿字羅峨外山
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十
六
種
類
の
漢
字
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

　
ま
た
、
表
2
に
よ
っ
て
、
一
定
の
階
級
点
ま
で
の
漢

字
の
種
類
を
合
計
し
て
み
る
と
、
表
6
の
よ
う
に
な

る
。
（
表
中
の
学
習
漢
字
と
は
、
教
育
漢
字
と
準
教

育
漢
字
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
）
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
階
級
点
1
5
ま
で
の
二
千
八
十
九
字
中
、
学
習
漢

字
は
九
百
九
十
一
字
、
当
用
漢
字
は
千
七
百
二
十
七

字
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
字

種
の
内
容
を
問
題
に
し
な
け
れ
ば
、
現
在
の
制
限
範

囲
の
数
は
、
か
な
り
効
率
の
良
い
も
の
と
言
え
る
Q

　
当
用
漢
字
で
も
、
出
現
率
の
低
い
漢
字
は
存
在
す

る
。
使
用
度
数
5
以
下
の
漢
字
は
、
新
聞
で
は
百
四

字
、
雑
誌
で
は
百
二
十
字
あ
る
。
（
使
用
度
数
0
の

も
の
も
含
む
。
）
使
用
度
数
が
0
の
も
の
、
す
な
わ

ち
一
回
も
出
現
し
な
か
っ
た
漢
字
は
、
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

計
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表6　階級点と制限範囲別の漢字数

鰍点1学習欝膳愚撃断漢字

3まで15521301 8

28 11452218967まで

362 208973699115まで

し〔　　　 か〔　　．　　　か〔

沸離難幾官許弱国
た雑（・・字一　・…　　二一
漢誌12殉丙〕回　脹匁薪倹〕回
字と字・。も・…　も〕も）疫嗣　出　罷劾錘侯　出
　に　 ・・ @現　・…　　　現
　出諮激し濫嚇塑搾し
　現・・な・…　な

　
　
痘
・
朕
・
璽
（
3
字
）

　
表
外
漢
字
で
も
、
使
用
率
が
高
い
も
の
が
あ
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
で
わ
か
る
が
、
ど
の
よ
う

な
漢
字
が
用
い
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

調
査
対
象
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。

表
7
に
あ
げ
た
う
ち
で
、
四
つ
の
調
査
に
共
通
し
て

い
る
の
は
、
「
藤
・
崎
・
岡
・
伊
・
之
」
の
五
字
だ

け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
聞
と
雑
誌
で
は
、
様
相
が

異
な
る
。

　
新
聞
で
は
、
国
有
名
詞
以
外
は
当
用
漢
字
表
の
範

囲
を
守
る
と
い
う
方
針
が
徹
底
し
て
い
る
た
め
、
ほ

と
ん
ど
が
人
名
・
地
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る
Q
そ
の

ほ
か
で
は
、
案
内
広
告
で
用
い
ら
れ
た
も
の
（
迄
・

乞
）
、
社
名
に
用
い
ら
れ
た
も
の
（
菱
）
が
あ
る
に
す

ぎ
な
い
。
．
新
聞
全
体
の
表
外
字
の
延
べ
使
用
率
は
、

二
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
高
い

割
合
を
占
め
て
い
る
の
は
小
説
（
五
・
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
）
・
ス
ポ
ー
ツ
欄
（
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
・
芸

能
欄
（
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
な
ど
で
あ
る
。

　
雑
誌
で
は
、
人
名
・
地
名
の
ほ
か
に
、
裁
縫
・
料

理
な
ど
の
専
門
用
語
に
使
わ
れ
る
も
の
（
頃
・
袖
・

衿
・
脇
・
汁
・
噌
）
、
戦
前
で
は
よ
く
使
用
さ
れ
た

も
の
（
頃
・
云
・
僕
・
誰
・
或
）
な
ど
が
あ
る
。
し

か
し
、
雑
誌
の
調
査
は
、
昭
和
三
十
一
年
以
前
の
資

料
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
現
在
で
は
、
か
な
り

事
情
が
違
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
雑
誌
九
十
種

の
調
査
の
延
べ
使
用
率
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

数
字
は
、
よ
り
新
聞
の
そ
れ
に
近
づ
い
て
い
る
と
み

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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表7　よく使用される表外漢字

婦人総合雑誌新聞

雑誌雑誌90種3紙

藤
迄
崎
岡
阪
伊
菱
塚
之
杉
彦
堀
奈
須
韓
幡
埼
竜
鹿
旭
弘
乞
潟
鶴
熊
仙
荻
駒
阿
蒲

頃
云
藤
袖
衿
僕
岡
崎
脇
誰
阪
之
伊
巾
廻
裾
糎
那
杉
竜
鹿
頁
錦
或
戻
筈
吾
貰
唄
彦

云
頃
僕
藤
誰
或
於
岡
伊
廻
崎
杉
筈
此
其
貰
之
洲
勿
曝
書
俺
坐
廿
殆
眺
那
駄
軍
団

頃
袖
衿
脇
汁
僕
廻
藤
誰
肌
二
重
裾
岡
山
伊
妙
貰
之
揃
也
崎
拭
醤
姜
頬
云
駄
降
臨

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
　
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
　
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

』

’

多



鳳

、

‘

国
立
国
語
研
究
所
の
歩
み
・
8
〈
現
代
の
漢
字
〉

皿

漢
字
研
究
の
方
向

　
現
代
語
に
お
け
る
漢
字
の
機
能
を
調
べ
る
た
め
に

は
、
漢
字
調
査
に
基
づ
い
た
量
的
な
分
析
だ
け
で
は

不
十
分
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
表
記
要
素
・

言
語
要
素
と
し
て
の
漢
字
の
性
格
・
特
質
に
つ
い
て

の
記
述
的
な
研
究
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、

量
的
な
構
造
と
し
て
把
握
す
る
際
に
も
、
単
に
使
用

量
だ
け
で
な
く
、
漢
字
の
性
質
に
基
づ
い
た
分
析
を

行
な
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
章
で
は
、
右
の
よ
う
な

観
点
か
ら
、
最
近
に
行
な
わ
れ
た
、
あ
る
い
は
、
行

な
わ
れ
つ
つ
あ
る
研
究
を
紹
介
す
る
。

t
　
漢
字
は
ど
の
よ
う
な
言
語
単
位
を
表
わ
す
か

　
こ
れ
ま
で
の
漢
字
調
査
で
も
、
漢
字
の
用
法
に
つ

い
て
、
音
訓
、
人
名
・
地
名
な
ど
の
使
用
状
況
に
つ

い
て
の
研
究
は
行
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
表
語

文
字
と
し
て
の
漢
字
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
に

は
、
言
語
単
位
と
の
対
応
関
係
を
い
っ
そ
う
は
っ
き

り
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

音
と
し
て
用
い
ら
れ
て
も
、
「
人
家
（
じ
ん
か
）
」
と

　
　
わ「

住
家
（
す
み
か
）
」
の
「
家
」
は
異
な
る
単
位
を
表

わ
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

れ
ま
で
の
調
査
で
は
、
①
度
が
過
ぎ
る
②
め
が
ね
の

カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

度
が
合
わ
な
い
③
道
路
の
渋
滞
度
④
氷
点
下
三
度
⑤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

ア
ル
コ
ー
ル
分
四
十
二
度
な
ど
の
「
度
」
を
合
算
し

て
き
た
が
、
少
な
く
と
も
、
二
～
三
の
グ
ル
ー
プ
に

分
け
る
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
右
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
現
在
進
行
中
の
「
現
代

新
聞
の
漢
字
調
査
」
で
は
、
漢
字
の
用
法
を
次
の
よ

う
に
分
類
し
て
最
終
集
計
を
行
な
っ
て
い
る
。
（
最

小
単
位
と
は
、
語
彙
調
査
で
設
定
し
た
、
現
代
語
と

し
て
意
味
を
に
な
っ
て
い
る
最
小
の
言
語
形
式
・
の
こ

と
で
あ
る
。
）

ω
漢
字
一
字
が
一
最
小
単
位
と
対
応
し
な
い
用
法

　
○
人
名
・
地
名
…
…
日
本
・
山
梨
・
台
湾
・
仏
蘭

　
　
西

　
○
熟
字
訓
…
…
田
舎
・
足
袋
・
家
鴨
・
麦
酒

　
○
あ
て
字
（
借
字
）
…
…
瓦
斯
。
曹
達
・
素
晴
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
い
・
茶
目
（
語
源
的
に
考
え
れ
ば
、
味
方
・
波

　
　
も

　
　
止
場
な
ど
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
い
る
。
）

　
○
略
語
…
…
私
鉄
・
職
安
・
家
裁
・
学
割
（
こ
れ

　
　
ら
は
、
　
一
最
小
単
位
よ
り
大
き
な
単
位
と
対
応

　
　
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
と
関
連
し
て
、

　
　
湖
（
み
ず
う
み
）
・
雷
（
か
み
な
り
）
な
ど
、
語

　
　
源
意
識
の
う
す
れ
て
い
る
も
の
は
、
　
一
最
小
単

　
　
位
と
み
る
が
、
朝
日
－
旭
・
玉
子
一
卵
の
よ
う
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に
、
二
種
類
の
表
記
が
あ
る
場
合
に
問
題
に
な

　
　
る
。
）

②
　
漢
字
一
字
置
一
最
小
単
位
と
対
応
す
る
用
法

　
○
自
立
・
派
生
の
用
法
…
…
肉
・
天
・
感
じ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
　
　
そ
ら

　
　
変
な
・
現
に
・
真
の
・
山
・
空
・
書
く
・
高

　
　
い
・
静
か

　
○
結
合
の
用
法
…
…
海
水
・
議
会
・
行
動
・
陛

　
　
下
・
父
親
・
山
登
り
・
足
早
・
切
り
取
る
（
字

　
訓
の
場
合
に
は
最
小
単
位
と
の
対
応
が
明
瞭
だ
が
、
字

　
　
　
　
　
へ

　
音
で
は
、
陛
下
の
よ
う
に
、
意
味
と
の
対
応
が
あ
い
ま

　
　
い
な
も
の
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
も
一
応
こ
こ
に
含

　
　
む
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

「
○
接
辞
的
用
法
…
…
新
校
舎
・
不
完
全
・
故
○
○

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
氏
・
連
絡
船
・
一
般
的
・
○
○
県
・
○
○
円
・

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ

　
　
御
菓
子
・
○
○
川
・
○
○
様
（
字
音
の
場
合
は
、

　
、
最
小
単
位
の
一
回
以
上
の
結
合
形
に
つ
い
た
も
の
は
、

　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
肺
結
核
の
よ
う
な
も
の
で
も
含
め
る
。
性
教
育
／
可
能

　
　
し

　
　
性
の
よ
う
に
、
前
部
分
と
後
部
分
で
異
な
る
性
格
を
持

　
　
つ
も
の
も
あ
る
の
で
、
位
置
に
よ
る
区
別
も
す
る
。
）

　
以
上
の
よ
う
な
用
法
の
区
別
は
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
の
用
語
例
に
、
部
分
的

に
は
注
記
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の
調
査
の
ね
ら
い

は
、
右
の
よ
う
な
情
報
を
電
子
計
算
機
に
与
え
て
、

各
種
の
表
を
作
成
し
、
量
的
な
構
造
と
し
て
把
握
し

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
　
▽
表
8
は
、
接
辞
的
用
法
の
語
例
表
の
一
部
を
示
し
た

　
　
も
の
で
あ
る
。

　
　
▽
右
の
用
法
分
類
の
構
想
は
、
次
の
論
文
に
発
表
し

　
　
　
た
。

　
　
野
村
雅
昭
「
漢
字
調
査
の
言
語
単
位
」
（
「
計
量
国
語

　
　
学
」
5
9
号
）

2
．
漢
字
か
な
ま
じ
り
文
の
機
能

　
表
記
論
的
な
観
点
か
ら
、
漢
字
の
機
能
を
問
題
に

し
ょ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
、
所
員
野
村
雅
昭
は
、

次
の
よ
う
な
調
査
を
行
な
っ
た
。

新聞漢字調査

　　　用語玉稿の一部

表8

21／94

　異端～　　3

　革命～　2

　混血～　16

　サリドマ

　　イド～1

　私生～　2

　新生～　1

　双生～　1

肥満～

風雲～

平原～

優秀～

流行～

函～

2

1

2

2

1

9

（○～の母）

塵一□～2
（○歳～）

［＝コー〔コ～35

児

（幼稚園一・

言語障害一）

▽
調
査
の
報
告
は
、
次
の
論
文
に
あ
る
。

　
「
漢
字
か
な
ま
じ
り
文
の
文
字
連
続
」
（
国
研
報
告
4
6

　
「
電
子
計
算
機
に
よ
る
国
語
研
究
W
」
・
昭
和
4
7
年

　
刊
）

　
調
査
の
目
的
は
、
ω
漢
字
か
な
ま
．
じ
り
文
で
、
漢

字
は
、
意
味
の
切
れ
目
や
語
の
ま
と
ま
り
を
示
す
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
、
②
か
な
表
記
語
の
増
加
に

よ
っ
て
、
漢
字
か
ち
そ
の
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
か
り
に
、
意
味
の
ま
と
ま
り
を
文
節
と
い
う
単
位

で
置
き
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
文
節
が
漢

字
で
始
ま
り
、
か
な
で
終
わ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が

も
っ
と
も
望
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。
新
聞
の
文
章
を

資
料
と
し
て
、
文
字
構
成
を
パ
タ
ー
ン
化
し
て
み
た

結
果
が
表
9
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
文
節
が
漢
字
で
始
ま
り
、
か
な
で
終

わ
る
パ
タ
ー
ン
は
、
約
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

お
り
、
お
お
よ
そ
、
そ
の
原
則
は
守
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
か
な
で
始
ま
る
文
節
も
、
約
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
あ
り
、
そ
の
前
後
に
は
、
か
な
の
連
続
が
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
か
な
で
始
ま
る
文
節

の
前
後
の
環
境
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な

現
象
が
た
し
か
め
ら
れ
た
。

　
ω
ひ
ら
が
な
表
記
さ
れ
る
、
名
詞
・
動
詞
の
大
部

　
　
分
は
、
出
現
頻
度
の
高
い
語
（
「
こ
と
・
も
の
・
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」
「

．
「
’
」
・
’

　
　
す
る
・
な
る
」
な
ど
）
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、

　
　
そ
の
語
を
含
む
、
出
現
確
率
の
高
い
文
字
列
を

　
　
作
り
や
す
い
。

②
接
続
詞
・
連
体
詞
・
副
詞
な
ど
は
、
文
の
は
じ

　
　
め
や
、
読
点
の
あ
と
に
出
現
し
や
す
く
、
切
れ

　
　
目
を
示
す
表
記
記
号
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
。

　
㈹
ひ
ら
が
な
表
記
さ
れ
る
動
詞
・
形
容
詞
の
直
前

　
　
に
は
、
漢
字
や
か
た
か
な
を
含
む
文
節
が
き
や

　
　
す
い
。

ω
ひ
ら
が
な
の
中
に
は
、
文
節
の
終
わ
り
に
出
現

　
　
す
る
確
率
の
高
い
も
の
が
あ
り
、
意
味
の
切
れ

　
　
目
を
示
す
機
能
を
持
つ
も
の
が
あ
る
こ
と
が
推

　
　
測
さ
れ
る
。

．
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
表
記
論
と
し
て
も
不
可
欠

の
も
の
だ
が
、
言
語
の
機
械
処
理
に
理
論
面
で
も
実

表9　漢字とひらがなのみからなる

　文節の類型と出現数

（百分比）

　　　（7。7）

　　（60．4）

　　　（1．3）

　　　（0．1）

　　（69．5）

　　　（0．1）

　　　（1．7）

出現数

　　　379

％
㏄

名

3

22

@
7

脳

82

際
面
で
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

3
．
語
表
記
の
研
究

　
語
表
記
の
調
査
は
、
漢
字
調
査
と
と
も
に
、
語
彙

調
査
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
前
節
に
述
べ

た
研
究
が
、
語
の
表
記
形
式
が
文
字
列
中
で
ど
の
よ

う
な
パ
タ
ー
ン
を
形
成
す
る
か
を
問
題
と
す
る
の
に

対
し
、
語
表
記
の
研
究
は
、
語
そ
の
も
の
の
表
記
形

式
を
直
接
の
対
象
と
す
る
、
表
記
研
究
の
一
分
野
で

あ
る
。
分
析
の
項
目
と
し
て
は
、
ω
表
記
形
式
の
種

類
・
㈲
表
記
形
式
の
ゆ
れ
・
㈲
表
記
形
式
と
語
の
性

質
（
語
種
・
品
詞
な
ど
）
の
関
係
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
更
訂
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
総
合
雑
誌
の
調
査
と

現
代
雑
誌
九
十
種
の
調
査
の
際
に
、
語
表
記
に
つ
い

て
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
分
析

型類

（28．7）

（30．5）

（100．0）

1，415

1，504

4，926

■■□□

圏□■□

■□□■

小　計

□□■■

□■■引

臼■□■

□□刷目

小　計

漢
字
で
始
ま
る
文
節

ひ
ら
が
な
で
始
ま
る
文
節

計

と
し
て
は
、
発
表
し
て
い
な
い
。
現
在

の
新
聞
調
査
で
は
、
漢
字
調
査
と
同
規

模
の
標
本
を
対
象
に
、
調
査
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
以
下
に
、
そ
の
デ
ー
タ
か

ら
、
興
味
あ
る
例
を
い
く
つ
か
抜
き
出

し
て
紹
介
す
る
。

　
ω
漢
字
が
対
立
す
る
タ
イ
プ

①
難
四
三
②
蒲
縛
甑

轟
轟
四
三
④
㏄
㏄
描
垂

⑤
繍
系
⑥
離
　
謂

　
①
・
②
は
、
新
聞
で
は
標
準
形
が
決
ま
っ
て
い
る

の
に
、
ゆ
れ
が
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
③
・
④
は
、

一
般
社
会
で
の
慣
用
表
記
が
、
新
勢
力
と
し
て
対
抗

し
て
い
る
例
で
あ
る
。
⑤
・
⑥
は
、
表
外
漢
字
の
戸

内
漢
字
に
よ
る
書
き
か
え
が
安
定
し
て
い
な
い
例
で

あ
る
。

②
漢
字
と
か
な
が
対
立
す
る
タ
イ
プ

　⑪　　　⑨
揚挙あ上　折せ
げげげげ．角つ
るるるる　　か
　　　　　　く

⑦
ブ豚
タ肉
肉

　　五七　　三　　一
五七六六　四五　八四

⑧
臨
く

⑩
奮
う
ず

　
お
か
す

⑫
響

　
冒
す

二二七一　八九　二三

　
⑦
・
⑧
は
、
い
わ
ゆ
る
ま
ぜ
書
き
の
例
で
、

は
、て

い
る
。
⑨
は
副
詞
の
例
で
あ
る
。
⑩
は
、

当
用
漢
字
音
訓
表
」
の
付
表
に
あ
る
語
だ
が
、

四
十
一
年
当
時
、

新
聞
も
あ
る
よ
う
だ
。
⑪
・
⑫
は
、

で
あ
る
。

③
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
が
対
立
す
る
タ
イ
プ

⑬
梵
躍
ま
⑭
け
薪
臥

⑧

表
外
漢
字
の
か
な
書
き
に
対
す
る
抵
抗
を
示
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
改
訂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和

　
　
　
　
　
漢
字
表
記
を
標
準
形
と
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
異
字
同
訓
の
例
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⑮
解
二
訪
⑯
箋
筋
く

　
な
ん
ら
か
の
理
由
で
、
か
な
書
き
を
す
る
場
合

に
、
ひ
ら
が
な
と
カ
タ
カ
ナ
の
い
ず
れ
を
選
択
す
る

か
に
よ
っ
て
生
ず
る
対
立
で
あ
る
。
⑯
は
、
ま
ぜ
書

き
の
例
で
あ
る
。

④
複
合
タ
イ
プ

　
風
刺

　
⑰
誠
刺

　
　
ふ
う
刺

　
　
大
ぜ
い

　
　
大
勢

　
⑱

　
　
多
勢

　
　
お
お
ぜ
い

　
キ
メ
手

⑳
決
め
手

　
き
め
手

助三一四五六七一
三

一
〇

七

　
缶
詰

　
カ
ソ
詰

　
カ
ソ
詰
め

⑲
カ
ソ
づ
め

　
か
ん
づ
め

　
か
ん
詰

　
カ
ソ
ヅ
メ

　
小
皿

⑳
小
ザ
ラ

　
小
ざ
ら

＝
四三二二

　
一
．

　
一

一二五

　
こ
の
タ
イ
プ
は
、
ω
～
㈹
の
タ
イ
プ
が
二
つ
ま
た

は
三
つ
組
み
合
わ
さ
っ
た
も
の
で
、
こ
の
よ
う
に
い

く
つ
も
の
表
記
形
が
生
ず
る
理
由
は
、
簡
単
に
は
説

明
し
が
た
い
。

　
新
聞
で
は
、
表
記
形
式
が
一
定
し
て
い
る
と
思
わ

・
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
、
右
の
よ
う
な
種
々
の
タ

イ
プ
が
存
在
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
複
雑

性
が
新
聞
自
身
の
不
統
一
に
の
み
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
広
告
や
社
外
寄
稿
者
の
存
在
が
そ
の
一
因
と
な

っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
新
聞

で
さ
え
、
統
一
さ
れ
た
表
記
と
い
う
も
の
が
容
易
に

行
な
わ
れ
に
く
い
と
解
釈
す
べ
き
で
、
日
本
語
の
表

記
法
の
複
雑
さ
の
一
端
を
か
い
ま
見
た
に
す
ぎ
な
い

の
か
も
し
れ
な
い
。

4
”
語
構
成
の
研
究

　
漢
字
と
語
と
の
対
応
関
係
を
記
述
す
る
こ
と
は
、

必
然
的
に
、
漢
字
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
言
語
単
位

ど
う
し
の
結
合
関
係
の
記
述
に
発
展
す
る
性
格
を
持

つ
．
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
語
構
成
論
で
あ
る
。
語
構

成
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
語
彙
調
査
の
分
析
と
し
て
、

す
で
に
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
漢
字
を

中
心
と
し
た
語
構
成
研
究
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
所
員
林
四
郎
は
、
「
漢
字
機
能
度
の
研
究
」
で
作

成
し
た
「
総
合
漢
字
用
例
表
」
を
用
い
て
、
漢
字
の

用
法
を
記
述
す
る
一
つ
の
方
法
を
提
唱
し
た
っ
（
昭

和
4
8
年
春
季
国
語
学
会
に
お
け
る
研
究
発
表
。
）

　
そ
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
漢
字

が
表
わ
す
意
味
を
、
な
る
べ
く
少
数
の
基
底
語
と
し

て
と
ら
え
、
基
底
語
が
成
語
中
の
一
方
の
単
位
と
結

合
す
る
際
の
文
法
的
関
係
を
基
底
句
と
考
え
る
。
そ

し
て
、
成
語
中
の
位
置
関
係
を
変
形
基
底
句
と
よ
び
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
深
層
構
造
中
の
位
置
を
原
形
基

底
句
と
す
る
。
変
形
基
底
面
は
、
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ

ま
の
語
化
形
式
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く

の
成
語
を
生
成
す
る
。
こ
の
よ
う
に
漢
字
と
成
語
の

関
係
を
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
字
の
用
法
を

記
述
し
よ
う
と
い
う
の
が
そ
の
骨
子
で
あ
る
。
こ
の

方
法
の
特
徴
は
、
漢
語
・
和
語
を
問
わ
ず
、
漢
宇
に

よ
っ
て
表
記
さ
れ
た
語
の
構
造
を
、
原
形
基
底
句
か

ら
の
変
形
操
作
に
よ
っ
て
記
述
す
る
点
に
あ
ろ
う
。

　
所
員
野
村
は
、
複
合
語
の
語
基
が
ど
の
よ
う
な
順

序
に
よ
っ
て
結
合
す
る
か
を
パ
タ
ー
ン
と
し
て
と
ら

え
、
そ
れ
を
一
般
式
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
語
構

造
の
タ
イ
プ
の
出
現
確
率
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
字

音
系
語
基
お
よ
び
そ
の
一
次
結
合
形
の
形
態
的
・
意

味
的
特
徴
を
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
次
結
合

し
た
三
語
基
か
ら
な
る
語
の
分
析
を
行
な
っ
た
。

　
　
▽
右
の
内
容
は
、
左
記
の
論
文
に
あ
る
。

　
　
①
「
複
次
結
合
語
の
構
造
」
（
国
研
報
告
4
9
「
電
子
計

　
　
算
機
に
よ
る
国
語
研
究
V
」
・
昭
和
4
8
年
刊
）

　
　
②
「
三
字
漢
語
の
構
造
」
（
国
研
報
告
「
電
子
計
算
機

　
　
　
に
よ
る
国
語
研
究
w
」
所
収
予
定
）

　
以
上
に
見
た
よ
う
に
、
漢
字
の
研
究
は
、
文
字
論

は
も
と
よ
り
、
表
記
論
・
語
彙
論
・
意
味
論
な
ど
と

も
関
連
す
る
。
大
量
調
査
に
よ
る
豊
富
な
資
料
を
も

と
に
、
こ
の
よ
う
な
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
、

現
代
語
研
究
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
村
雅
昭
）
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